
千葉県信用保証協会

令和７年度 ＳＤＧｓへの取組

※本資料は、令和７年度における千葉県信用保証協会のSDGsへの取組の成果をまとめたものです。



１．当協会とＳＤＧｓの関係性

◆ＳＤＧｓとは、2015年9月の国連サ
ミットで採択された「持続可能な開発
のための2030アジェンダ」の中核とし
て掲げられた行動計画である、「持続
可能な開発目標（Sustainable
Development Goals)」のこと。

◆ＳＤＧｓには、経済・社会・環境の３
つの側面を持つ17の目標と、その目標
ごとに169のターゲット（達成基準）
が設定されており、2030年までに達成
することが目標とされている。

当協会のＳＤＧｓに対するスタンス ＳＤＧｓとは

ＳＤＧｓで設定している１７の目標は、
経済・社会・環境の３つの側面を持っ
ている。特に、経済・社会に関する目
標の中には、中小企業の成長促進
や雇用創出等が達成すべきターゲッ
トとして示されている。

当協会は、信用保証による資金繰り
支援や経営支援を通じて、中小企業
の生産活動や雇用を守っている。
また、支援を行った先が経済活動を
行うことで、地域の産業振興と経済発
展が促進されており、当協会は、
日々の業務を通じ、経済課題や社会
課題への取組について貢献している。

当協会の業務と
ＳＤＧｓの親和性が高く、
日々の業務を通じて、
ＳＤＧｓに貢献している。

当協会とＳＤＧｓの関係性

【特に関連性が高い目標】
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２．信用保証による資金繰り支援・経営支援を通じたＳＤＧｓへの取組

信用保証による資金繰り支援

経営支援

創業支援

事業承継支援

【取組】
◆信用保証による資金繰り支援。
◆ＳＤＧｓ達成を目的とした保証制度の利用促進。
※ＳＤＧｓへの貢献に深くかかわっている保証制度の実績については、
次頁をご確認ください。

【効果】
◆信用保証による資金繰り支援を

通じて、中小企業者の事業継続
及び雇用創出・維持等に貢献し
た。

【取組】
◆大口顧客１２２企業を対象とした顧客訪問を年間３０１回、課題解

決策の提案を１１２企業に実施した。
◆伴走支援型特別保証制度利用先４２７企業を対象として、顧客訪問

を１１０企業へ実施し、専門家派遣を４６企業に実施した。

【効果】
◆大口顧客や伴走支援型特別保証

制度利用先に対する訪問や事業
性評価による経営支援を通じて、
県内企業の持続可能性を高め、
雇用や産業の維持に貢献した。

【取組】
◆創業スクールを２回（計６３名参加）、創業セミナー・交流会を３

回（計１３６名参加）開催した。
◆創業スクール参加者６３名に対し、協会担当者がフォローアップを

実施した。

【効果】
◆創業スクール・セミナーの実施

を通じて、起業に必要な人材の
増加や雇用創出に貢献した。

◆女性創業者の支援を通じて、女
性経営者の増加に貢献した。

【取組】
◆事業承継や経営改善ニーズ把握のためにアンケートを５，２６０企

業に発送（６１５企業回答）し、そのうち５４企業へ面談等を実施
した。

◆事業承継計画策定支援等の専門家派遣を６４企業に実施した。
◆千葉県よろず支援拠点および千葉県事業承継・引継ぎ支援センター

等と事業承継セミナーを開催し、１９名が参加した。

【効果】
◆事業承継計画策定支援や事業承

継セミナー等を通じて、廃業を
未然に防ぎ、雇用や産業の維持
に貢献した

【制度チラシ】 【セミナーの様子】

【アンケート用紙】【ローカルベンチマーク】
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２．信用保証による資金繰り支援・経営支援を通じたＳＤＧｓへの取組

制度名
保証承諾
件数

保証承諾金額 ＳＤＧｓへの効果 貢献している目標

地方創生・ＳＤＧｓ支援保証
制度「パワフルちば」

２４件 ９５０百万円
ＳＤＧｓに取り組んでいることを宣言している中小企業者
の資金繰り支援を通じてＳＤＧｓに貢献した。

全ての目標に貢献

寄贈型ＳＤＧｓ特定社債保証制度
（※１）

１６件 ８５６百万円
ＳＤＧｓに資する寄贈を伴う社債の発行により、地域貢献
に取り組んでいる中小企業者の資金繰り支援を通じてＳ
ＤＧｓに貢献した。

全ての目標に貢献

千葉県制度
「ＳＤＧｓパートナー支援資金」

１２件 ３１４百万円
「ちばＳＤＧｓパートナー」の登録企業によるＳＤＧｓへの
具体的な取組みに、資金繰り支援を通じて貢献した。

全ての目標に貢献

補助金活用支援保証制度「セット
アッパー」

４８件 ４０９百万円
国や自治体による補助金の対象となるイノベーション事
業等に係る資金調達支援を通じて、企業のイノベーショ
ン推進に貢献した。

創業支援に関する保証制度
(※２）

１，１６８件 ６，４０３百万円
創業者の資金調達を支援することで、雇用の創出に貢
献した。

事業承継支援に関する保証制度 ９件 ４０３百万円
事業承継に係る資金調達を支援することで、廃業を防ぎ、
雇用の維持に貢献した。

信用保証による資金繰り支援（ＳＤＧｓに貢献している主な保証制度）

※１ 制度創設（令和４年１月）から累計で１０３件寄贈。
寄贈先の内訳は自治体（県・市）２１件、学校関係２５件、スポーツ関係

（野球・サッカー）９件、その他（医療機関等）４８件。
※２ 令和５年３月１５日より経営者保証を不要とするスタートアップ創出促進保証制度の取扱

いを開始。令和７年度の保証承諾は１２５件、７１５百万円となった。
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３．社会課題や環境課題への取組を通じたＳＤＧｓへの取組

ＳＤＧｓイベントの開催

大学との連携

ＳＤＧｓ債券の購入

ちばＳＤＧｓ推進ネットワークへの参加

【取組】
◆令和７年７月２８日～８月５日の間、令和７年１０月１日～１０月

３１日の間ＳＤＧｓイベントを開催した。
◆イベント内で職員から不要となった衣服を募集し、支援機関へ寄付

することで途上国の雇用創出、ワクチンの寄付に貢献する「古着de
ワクチンへの寄付」ではワクチン７５人分相当の衣料品を寄付する
ことができた。

【効果】
◆ワクチンを必要とする方々への

寄付を通じて、人々の健康改善
に貢献した。

【取組】
◆千葉経済大学短期大学部、千葉商科大学、千葉科学大学の学生を対

象に、県内経済の動向、中小企業や当協会の役割等について講義を
行った。

【効果】
◆大学での講義を通じ、起業に必

要な人材の増加に貢献した。

【取組】
◆環境的課題および社会的課題の双方に取り組む事業に要する資金調

達のために発行されるサステナビリティボンドである 「千葉県公
募公債」、「千葉市公募公債」等を計１２億円購入した。

【効果】
◆債券の購入を通じて、発行体が

行うＳＤＧｓ達成や環境課題解
決に向けたプロジェクト等に寄
与した。

【取組】
◆ＳＤＧｓ普及促進の枠組みとして参加している「ちばＳＤＧｓ推進

ネットワーク」に参加している（参加団体は千葉県・金融機関・経
済団体等１２団体）。

◆令和５年２月には、内閣府の第２回「地方創生ＳＤＧｓ金融表彰」
を受賞した。

【効果】
◆パートナーシップでのＳＤＧｓ

の目標達成に貢献した。

【表彰式の様子】

全ての目標に貢献

【講義の様子】

【集まった古着】
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